
第 32号

三
重
大
学

日
本
語
学
文
学

第
三
三
号

二
〇
二
二
年
六
月
三
〇
日
発
行

編

集

三

重

大

学

日

本

語

学

文

学

会

発

行

三
重
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室

発

行

所

三
重
県
津
市
栗
真
町
屋
町
一
五
七
七

三
重
大
学
人
文
学
部

〒
五
一
四
―八
五
〇
七

日
本
語
日
本
文
学
研
究
室

☎
〇
五
九
︱
二
三
一
︱
九
〇
九
五
㈹

印

刷

有
限
会
社

青
木
印
刷

伊
勢
市
岡
本
一
丁
目
二
―二
四

︿
編
集
後
記
﹀

﹁
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
﹂
第
三
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
論
文

三
篇
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
弊
誌
に
は
廣
岡
義
隆
先
生
が
創
刊
号
よ
り
前
々
の

第
三
一
号
ま
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
廣
岡
先
生
が
昨
年
に
﹃
萬
葉
風

土
歌
枕
考
説
﹄
を
御
上
梓
な
さ
っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ
ご
活
躍
で
す
ね
、
次
号

は
い
か
が
で
し
ょ
う
と
お
う
か
が
い
し
た
と
こ
ろ
、
論
文
執
筆
の
筆
を
折
ら
れ

た
と
お
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。
一
昨
年
に
は
濱
森
太
郎
先
生
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
世
代
交
代
を
強
く
感
じ
る
出
来
事
で
し
た
。
前
号
の
梶

本
蓮
君
に
続
い
て
、
今
号
で
は
川
端
詩
織
さ
ん
が
卒
業
論
文
を
投
稿
し
て
く
れ

ま
し
た
。
編
集
者
と
し
て
は
今
後
も
﹁
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
﹂
と
い
う
研

究
発
表
の
場
を
大
事
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

投
稿
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︵
吉
丸
雄
哉
︶

印
度
本
節
用
集
に
お
け
る
朱
引
の
研
究



















































































梶
本

蓮

1

野
間
宏
﹃
青
年
の
環
﹄
素
描

融
和
運
動
に
託
さ
れ
て
い
た
﹁
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
機
能
﹂
と
は
何
か











































































































尾
西

康
充

11

セ
ー
リ
ス
﹃
日
本
渡
航
記
﹄
の
ロ
ー
マ
字
書
き
日
本
語
の
表
記
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